
「優しい・きれいな宮野目」 そして 「笑顔の宮野目」 
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善行表彰（推薦）について 

 宮野目コミュニティ会議では、「住民の参画・協働による活力ある住みよい地域づくり」を 

基本理念とし、進んで善行を行う個人・団体で、他の模範となる方の表彰をしています。 

どなたか表彰にふさわしい活動をしている方を、３月６日（月）までに行政区長あてに推薦 

していただきたくお願いいたします。(尚、既に国・県・市町村・その他の団体等から表彰を 

受けている人は推薦の対象と 

はなりませんのでご了承くだ 

さい｡) 

 

(右の 3 枚は過去の善行表彰の写真） 

 

令和５年春の全国火災予防運動がはじまります。 

 

  
 

 

１．実施期間 

令和５年 3 月 1 日（水）～ 令和 5 年 3 月 7 日（火） 

 

２．防火標語（２０２２年度全国統一標語） 

「お出かけはマスク戸締り火の用心｣ 

 

３．住宅用火災警報器の設置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感知しなくなる 

ことがあるため、とても危険です。取り替えの目安は１０年。花巻市では、平成１８年６月にすべての住

宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられ、既存の住宅については平成２３年５月まで猶予期間があり

ました。 

そろそろ取り替え目安の１０年。ご自宅の火災警報器を確認してみてください。 

 

 

      

毎年 3 月 1 日から一週間、全国一斉に春の火災予防運動が実施されます。 

春は空気が乾燥し、風のつよい日が多く、小さな火種から大きな火災になる危険性があり

ますので、特に警戒が必要な季節となります。 

 火災の多くは、ちょっとした油断や不注意によって発生しています。火の元・火の取り

扱いに十分注意し、使った火は必ず消えるまで見守りましょう。 

 

住宅用火災警報器の設置が義務付けられて、10 年以上が経過しています。

火災の発生をいち早く気づくために、｢住宅用火災警報器」の設置は有効です。

まだ設置されていない場合は、火災から大切な命を守るため、1 日も早く設 

置しましょう。 

 また、住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感

知しなくなる事があります。取り付けてから 10 年を目安に本体自体の交換をおすすめ

します。 

 問い合わせ先  花巻市消防本部予防課 電話 0198-22-6123 



事務局より 

いつも宮野目地区社会体育館・宮野目体育

センターをご利用いただき、ありがとうござ

います。 

社会体育館入口付近で拾得した品々です。

これらは社会体育館に入ってすぐのカウンタ

ーにそのまま保管しています。 

 

 

 

 

 

（ポーチ）   （ハンドクリーム）   （手袋） 

 

改修工事中でも、宮野目振興センター内（宮

野目コミュニティ会議事務局）のコピー機・輪

転機をご利用いただけます。使い方が不明な場

合は、事務局員にお声をかけてください。 

尚、３月～４月は各自治体・団体の決算時期

が多く、大変混み合いますので、事前にお電話

でお問合せいただくと、スムーズにご利用いた

だけます。どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

  

 

 
   

行政区の防災訓練事業 

西宮野目第一行政区 

防災意識を高めるために、自 

主防災会規定を整備し、目立 

つファイルに入れて各世帯に 

配布しました。 

葛第一行政区･葛第二区行政区  

合同で避難訓練を行いました。 

全員避難、非常持ち出し搬出､ 

消火器の使用方法確認、非常 

食の試食、発電機の点検、等 

とても有意義な訓練でした。 

下似内行政区  

昨年 7 月に、自主防災訓練と 

防災機器点検を行いました。 

さらに今年２月には、市から 

講師を 2 名招いて、自主防災 

研修会を開きました。 
 

宮野目コミュニティ会議は、国道４号線の宮野目歩道橋の上部に注意喚起を促す大型横断幕

を２枚取り付けました。以前より近隣住民から「歩道橋の上の手すりによじ登り身を乗り出す

児童が多く、とても危ない。」という声が寄せられていました。国土交通省に何か対策を講じて

欲しいとお願いしてみましたが全く取り合ってもらえなかったため、当会議として設置するこ

とにしました。横断幕は児童が読めるようにひらがなだけで製作してもらいました。 

 


